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　令和6年５月11日（土）、新たな文化複合施設を考える市民ワークショップの第２回が開催されました。本日集まった参加者は35名。初回に
引き続き、高校生からベテラン世代まで幅広い世代の方にお集まりいただきました。今回のテーマは「新施設でやりたいこと・やってほしいこと」。
前回の「青梅のまちじまん・文化じまん」で出てきた意見をふまえて、青梅らしさが活かせる取り組みは何か、市民が観たい・聴きたい・参加した
いイベントは何か、施設のプロデューサーになった気持ちで年間イベントスケジュールを考えました。
　そして！皆さんからアイデアを出してもらった本紙のタイトルが『おうめじまん』に決定しました！活気を帯びた様子をこの『おうめじまん』を
通じて、多くの方々にお届けします！

参加者の声

年間スケジュールを考えよう！

「新施設でやりたいこと・やってほしいこと」
にぎわいあるシンボルに！

　今回は2回目ということもあり、前回よりも和やかな雰囲気でスタ
ートしました。各グループ、進め方やまとめ方が違うのもワークショ
ップの面白いところですね。
　施設でやってほしいことや参加したいイベントについて、屋外の多
目的スペースを活用した「ギネス挑戦」「パブリックビューイング」「イ
ルミネーション」といった意見が挙がっていました。また、ホールな
どの施設内では「アート展」「音楽祭」「大人のディスコ」など、幅広
い世代に参加いただいている本ワークショップならではのバラエティ
ー豊かな意見が多く集まった印象です。その他、「ネコ祭り」「新緑祭
とのタイアップ」など、青梅の特色を活かしたイベントも提案されて
いました。
　公共施設において"地域性"は重要なポイントです。市民の人々を
巻き込み、地域に開かれた場になるために、このワークショップを通
じて、理想の施設像に近づけていきましょう！
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前回からの複合施設への案が今回で具体的になったと
感じました。できるのが楽しみですし、色々な人の案
が聞けて楽しかったです！

色々な立場の方の意見（この機会がなければ知らなか
ったかも）少しでも新しい施設に反映されますように。

複合施設での催しイベント運営には、市民参加の運営
委員会が出来るといいと思います。多世代向け、障害
者向けのイベントも、たくさんあるといいと思います。

各班の発表のなかにキラリと光る企画が見つかり楽し
かった。



参加者の意見一挙大公開！ レイアウトの都合上、皆様からのご意見を
一部抜粋しています。ご了承ください。
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